
（1）　第４１３号

令和２年１月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４１３

第
72
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時 

12
月
24
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

１
回
戦

本
校　

77

－

88 

國
學
院
大
學
久
我
山（
東
京
）

○

大
会
総
評

　

開
催
地
代
表
の
國
學

院
大
學
久
我
山
高
校
と

の
戦
い
で
あ
っ
た
。
前
半

は
本
校
ら
し
い
走
力
を

生
か
し
た
試
合
内
容
で

あ
っ
た
が
、
後
半
は
相
手

の
高
さ
を
打
ち
破
る
こ

と
が
で
き
ず
敗
退
し
た
。

　

３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大
会
で
あ
っ
た

が
、
全
国
で
の
勝
利
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
新
チ
ー
ム
に
は
こ
の
経
験
を
生
か
し
、

先
輩
の
思
い
を
引
き
継
い
で
、
ま
た
こ
の
舞
台

に
立
っ
て
欲
し
い
と
強
く
感
じ
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
、
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
多
く

の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

卓　

球　

部

山
本
歩 

全
国
ベ
ス
ト
8
！

島
根
県
勢
46
年
ぶ
り
の
快
挙

令
和
元
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

時　

１
月
13
〜
19
日　
　

於　

大
阪
市
中
央
体
育
館

〈
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

ベ
ス
ト
８　

山
本　

歩（
2-2 

北陵
）

１
回
戦
敗
退　

杉
浦
大
和（
中3 

長束西
）

〈
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

３
回
戦
敗
退　

原
田
哲
多（
1-4 

北陵
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

１
回
戦
敗
退

　
　

山
本
駿
介（
3-2 

北陵
）・
井
上
友
希（
3-3 

北陵
）
組

○

大
会
総
評

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
出
場
し
た
山
本
歩
が
島
根

　

皆
さ
ん
の
中
で
、
今
ま
で
に
誰
か
の
講
演

を
聞
い
て
心
が
打
た
れ
た
人
は
い
ま
す
か
。

私
の
場
合
、
仕
事
柄
、
多
く
の
人
の
講
演
を

聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
記
憶
力
が
衰

え
た
頭
で
思
い
出
し
て
み
た
所
、
最
初
に
浮

か
ん
で
き
た
人
は
、
プ
ロ
野
球
の
監
督
だ
っ

た
名
将
野
村
克
也
さ
ん
で
す
。
野
村
さ
ん
の

お
話
は
す
ぐ
に
使
え
る
も
の
で
し
た
が
、
そ

れ
よ
り
も
、
人
間
性
と
言
う
か
、
惹
き
つ
け

包
み
込
む
よ
う
な
オ
ー
ラ
に
心
が
動
か
さ
れ

ま
し
た
。
次
は
、
と
考
え
て
も
、
す
ぐ
に
浮

か
ん
で
く
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
十

人
の
お
話
を
聞
い
て
も
、
結
局
、
し
み
こ
ん

で
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
皆
さ
ん

は
ど
う
で
す
か
。
一
人
か
二
人
浮
か
ん
だ
人

が
い
れ
ば
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
今
思
い
出
せ
な
く
て
も
い
い
の
で
す
。

あ
る
時
に
突
然
あ
の
言
葉
、
あ
の
や
り
方
な

ど
と
記
憶
の
底
か
ら
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
が

結
構
あ
り
ま
す
か
ら
。「
人
生
に
は
、
偶
然

も
無
駄
も
な
い
」
と
言
う
名
言
が
頭
を
か
す

め
ま
す
。

　

も
し
皆
さ
ん
が
、
講
演
会
を
頼
ま
れ
、

「
何
で
も
い
い
の
で
話
を
し
て
く
だ
さ
い
」と

言
わ
れ
た
ら
何
を
話
し
ま
す
か
。
私
の
場
合
、

今
ま
で
の
教
師
生
活
か
ら
題
材
を
見
つ
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
実
体
験
と
現
場
感
覚
を

全
面
に
出
し
て
話
す
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
だ
若
い
頃
、
市
内
の
あ
る
中
学
校
に
勤

県
勢
と
し
て
は
昭
和
49

年
以
来
と
な
る
ベ
ス
ト

８
入
賞（
ラ
ン
キ
ン
グ
８

位
）
を
果
た
し
た
。
初

戦
か
ら
厳
し
い
試
合
の

連
続
で
あ
っ
た
が
、
得

意
と
す
る
バ
ッ
ク
ハ
ン

ド
を
生
か
し
、
競
り
合

っ
た
場
面
で
も
積
極
的
に
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と

が
好
成
績
に
繋
が
っ
た
。
今
後
更
に
精
進
し
、

日
本
を
代
表
す
る
選
手
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

第
47
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
中
国
地
区
予
選
会

時　

12
月
20
〜
22
日　
　
　
　
　
　

於　

シ
シ
ン
ヨ
ー
オ
ー
ク
ア
リ
ー
ナ

（
呉
市
総
合
体
育
館
）

【
男
子
団
体
】

〈
予
選
リ
ー
グ
〉　

本
校　

３

－

０　
廿
日
市（
広
島
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　
鳥
取
西（
鳥
取
）

〈
決
勝
リ
ー
グ
〉　

本
校　

３

－

０　
倉
敷
工
業（
広
島
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　
出
雲
西（
島
根
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　
松
徳
学
院（
島
根
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　
早　

鞆（
山
口
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　
近
大
福
山（
広
島
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　
鳥
取
敬
愛（
鳥
取
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　
関　

西（
岡
山
）

○

大
会
総
評

　

昨
年
度
優
勝
校
と
し

て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

重
く
の
し
か
か
る
中
、

主
将
の
三
村
を
中
心
と

し
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

難
局
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
特
に
山

場
と
考
え
て
い
た
関
西

戦
で
、
本
校
ら
し
い
粘
り
強
い
試
合
が
で
き
た

こ
と
は
今
後
の
自
信
に
繋
が
る
。
遠
路
会
場
ま

で
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の

方
々
の
力
と
い
う
も
の
も
選
手
に
と
っ
て
非
常

に
心
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
温
か
い
ご
声
援
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

務
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
中
学
が
荒
れ

て
い
た
時
代
で
し
た
。
私
は
三
年
の
担
任
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
毎
日
何
も
な
か
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
化
祭
の
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
の
練
習
は
全
く
ま
と
ま
ら
ず
、

男
女
の
言
い
合
い
も
絶
え
な
い
バ
ラ
バ
ラ
な

状
態
で
し
た
。
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
せ

っ
ぱ
詰
ま
っ
た
の
か
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た

の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
本
番
。
生

徒
た
ち
は
一
丸
と
な
っ
て
、
課
題
曲
と
自
由

曲
の
「
大
地
讃
頌
」
を
目
を
輝
か
せ
て
熱
唱

し
て
く
れ
ま
し
た
。
聴
い
て
い
る
と
鳥
肌
が

立
ち
、
身
が
震
え
、
大
粒
の
涙
が
溢
れ
落
ち

ま
し
た
。
あ
の
よ
う
な
全
身
に
ま
で
及
ぶ
感

動
は
初
め
て
で
し
た
。
終
礼
で
も
う
一
度
歌

う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
も
み
ん
な
が
泣
き

な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。
青
春
ド
ラ
マ
が
現
実

と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
力
は
無
限
で
あ
り
、

本
当
に
す
ご
い
の
だ
と
心
底
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
感
動
か
ら
、
私
は
中
学
校
教
師
と
し

て
ず
っ
と
頑
張
っ
て
い
く
覚
悟
が
決
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
点
で
は
私
は
生
徒
に
導
か
れ
て

生
き
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
お
話
、
ど
れ
程
の
人

の
心
に
残
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
、
運
動
部
、
文
化
部
を
問
わ
ず
、

皆
さ
ん
の
活
躍
に
胸
が
熱
く
な
る
場
面
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
も
、
私
た
ち
を
導
い
て
く

れ
る
よ
う
な
皆
さ
ん
の
活
躍
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

中
学
副
校
長　

高　

橋　
　
　

豊　

３連覇を達成した団体メンバー

ベスト８入賞を果たした山本歩

國學院大學久我山との試合

全
国
選
抜
出
場
決
定
！

中
国
選
抜 

３
年
連
続
４
回
目
の
優
勝
！

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

講　

演　

会

北
陵
生
、
全
国
で
活
躍
！



第４１３号　（2）

男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
54
回
島
根
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

時　

１
月
10
〜
12
日　

於　

松
江
商
業
高
校

松
江
工
業
高
校

【
男
子
】

２
回
戦　

本
校　

115

－

55　

浜
田
商
業

準
々
決
勝　

本
校　

100

－

53　

開　

星

準
決
勝　

本
校　

90

－

75　

松
江
西

決　
　

勝　

本
校　

67

－

71　

松
江
東

結
果　

２
位

○

大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
に
な
っ
て

初
め
て
の
公
式
戦
で
あ

っ
た
が
、
全
国
大
会
の

経
験
を
生
か
し
決
勝
に

進
出
し
た
。
決
勝
で
は

松
江
東
に
敗
れ
た
が
、

今
後
の
成
長
に
期
待
を

持
て
る
試
合
で
あ
っ
た
。

　

当
日
は
保
護
者
の
皆

様
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
に
ご
声
援
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

【
女
子
】

２
回
戦　

本
校　

109

－

29 

浜　

田

準
々
決
勝　

本
校　

77

－

45 

出　

雲

準
決
勝　

本
校　

67

－

89 

松
徳
学
院　

３
位
決
定
戦　

本
校　

58

－

98 

明　

誠

結
果　

４
位

○

大
会
総
評

　

準
決
勝
の
松
徳
学
院
と
の
試
合
で
は
、
相
手

チ
ー
ム
に
ゲ
ー
ム
を
支
配
さ
れ
、
徐
々
に
点
差

を
つ
け
ら
れ
た
。
３
位
決
定
戦
で
も
同
じ
よ
う

に
、
自
分
達
の
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ず

試
合
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
は
県
総
体
と

な
る
が
、
こ
の
冬
し
っ
か
り
と
練
習
に
打
ち
込

み
た
い
。
当
日
は
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
か
ら
応
援
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

島
根
県
高
等
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

時　

12
月
13
日　
　
　

於　

平
田
高
校
体
育
館

　

益
田
翔
陽
と
松
江
南
と
戦
い
ま
し
た
。
勝
つ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
試
合
を

通
し
て
、
仲
間
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
、
次
の
大
会
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

 

主
将　

鳥
屋
尾
夏
美（
2-1 

浜山
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権

時　

12
月
21
日　
　
　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

　

新
人
戦
の
上
位
ベ
ス
ト
32
が
出
場
す
る
大
会

に
本
校
か
ら
は
３
ペ
ア
が
参
加
し
た
。
接
戦
を

も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ベ
ス
ト
８
が
最

高
と
い
う
悔
し
い
結
果
で
あ
っ
た
。
全
国
選
抜

中
国
予
選
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
準
備
し
て

い
き
た
い
。 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

全
国
選
抜
中
国
地
区
予
選

時　

１
月
17
〜
19
日　
　
　
　
　

於　

ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ（
福
山
市
）

各
県
１
位
リ
ー
グ　

１
勝
３
敗

本
校　

０

－

③　

神
辺
旭

本
校　

０

－

③　

岡
山
南

本
校　

１

－

②　

南
陽
工
業

本
校　

②

－

１　

米
子
松
蔭

○

大
会
総
評

　

目
標
と
し
て
い
た
全
国
選
抜
へ
の
出
場
は
叶

わ
な
か
っ
た
。
年
末
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
遠

征
を
重
ね
、
多
く
の
経
験
を
積
み
挑
ん
だ
大
会

で
あ
っ
た
が
、
接
戦
を
も
の
に
で
き
ず
悔
し
い

敗
戦
と
な
っ
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
の
甘
さ
が
目

立
ち
、技
術
面
、意
識
の
部
分
と
も
不
足
し
て
い

た
と
痛
感
し
た
。
夏
に
向
け
て
も
う
一
度
、
色

々
な
部
分
を
見
つ
め
直
し
強
化
し
て
い
き
た
い
。

遠
方
ま
で
応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の

方
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

 
（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

吹

奏

楽

部

ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

時　

12
月
21
日　
　
　
　
　
　

　
　
　

昼
の
部　

14
時　
　

開
演

夜
の
部　

18
時
30
分
開
演

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

第
13
回
を
迎
え
た
「
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
開
催
し
た
。
本
公
演
は
、
吹
奏
楽

部
の
１
年
を
締
め
く
く
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ

り
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
ス
テ
ー
ジ

と
な
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
、
生
徒

の
み
な
ら
ず
保
護
者
会
も
一
丸
と
な
り
、
演

奏
会
の
成
功
を
目
指
し
練
習
と
準
備
を
重
ね

本
番
に
臨
ん
だ
。

　

１
部
の
吹
奏
楽
ス
テ
ー
ジ
で
は
本
年
度
の

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
で
演
奏
し
た
曲
目
を
中
心
に
構
成
し
た
。

　

２
部
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
本
校
な

ぎ
な
た
部
の
演
舞
と
、
吹
奏
楽
の
演
奏
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
、
な

ぎ
な
た
部
の
迫
力
あ
る
演
舞
に
お
客
様
か
ら

大
き
な
歓
声
と
拍
手

を
い
た
だ
い
た
。

　

３
部
は
「
オ
ズ
の
魔

法
使
い
」
を
テ
ー
マ
に

ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
を

行
い
、
美
術
科
の
石
倉

正
先
生
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
ス
ペ
ク
タ

ク
ル
な
シ
ョ
ー
と
な

っ
た
。

　

部
員
達
は
万
感
の

思
い
を
込
め
た
演
奏

を
披
露
し
、
素
晴
ら
し

い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な

っ
た
。
当
日
は
２
公
演

で
1600
名
を
超
え
る
お

客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
会
裏
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
多
方
面
に
わ
た
る
皆
様

の
ご
支
援
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
を
目
指
し
、
変
わ
ら
ず
精

進
し
て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

原
田　

実
）

第
29
回
西
日
本
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会

時　

１
月
４
〜
５
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
団
体
〉　

３
位　

【
出
場
メ
ン
バ
ー
】

三
村
悠
斗（
2-4 

北陵
）、
山
腰
洋
平（
2-2 

北陵
）

杉
浦
大
和（
中3 
長束西
）

○

大
会
総
評

　

決
勝
リ
ー
グ
で
招
待
チ
ー
ム
の
朝
日
大
学

（
岐
阜
）
と
愛
工
大
名
電
高
校（
愛
知
）
に
敗
れ

た
も
の
の
、
全
国
合
宿
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
２
人
を

欠
く
中
、
３
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

決
勝
リ
ー
グ
で
は
強
豪
校
と
数
多
く
試
合
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
今
後
に
向
け
て
良
い
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
た
。
夏
以
降
の
練
習
で
選
手

個
々
の
力
は
付
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
も
試
合
が
続
く
が
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

整
え
て
、
良
い
成
績
が
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
。 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
・
写
真
部

令
和
元
年
度
島
根
県
児
童
生
徒
学
芸
顕
彰
式

時　

12
月
26
日

於　

島
根
県
庁

　

島
根
県
児
童
生
徒
学

芸
顕
彰
で
は
、
全
国
大

会
で
活
躍
し
た
児
童
生

徒
、
指
導
者
が
教
育
長

よ
り
顕
彰
を
受
け
る
。

　

今
年
は
本
校
か
ら
吹

奏
楽
部
・
合
唱
部
・
写

真
部
が
顕
彰
を
受
け
た
。

吹
奏
楽
部
は
全
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
と
全

日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
で
の
銅
賞
、
合
唱
部
は
全
日
本
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
の
銀
賞
、
写
真
部
は
全

国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
本
校
生
徒

達
が
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
で
き
る
の
も
日
頃
か

ら
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の
お
蔭
で
あ

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

松江東との試合



（3）　第４１３号

２
チ
ー
ム
と
も
に
金
賞
！
中
国
大
会
へ

第
43
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

時　

12
月
22
日　
　
　
　
　

於　

ア
ル
テ
ピ
ア（
安
来
市
）

　

本
校
か
ら
は
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
美
し

い
音
色
で
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
、
会

場
を
魅
了
し
た
。
結
果
、
島
根
県
代
表
と
し

て
、
２
月
に
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
梨
花
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
る
中
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
。

　

中
国
大
会
で
は
、
更
に
質
の
高
い
演
奏
が

で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
４
重
奏　

金
賞
・
県
代
表

　

四
重
奏
曲
／
A
．
デ
ザ
ン
ク
ロ

・
金
管
８
重
奏　

金
賞
・
県
代
表

　

第
１
旋
法
に
よ
る
カ
ン
ツ
ォ
ン
／

　

G
．
ガ
ブ
リ
エ
リ

合　

唱　

部

第
23
回
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

時　

12
月
22
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
白
の
ホ
ー
ル

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
４
部
構
成
と
し
、

松
下
耕
作
曲
の
「
ヒ
カ
リ
」
か
ら
始
ま
り
、定

番
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
等
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
楽
曲
を
披
露
し
た
。
そ
の
中
で
も
２
部

の
「
紅
白
歌
合
戦
」
で
は
、
紅
組
の
女
子
は

か
わ
い
い
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
白
組
の
男
子

は
力
強
い
歌
声
で
観
客
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。

ま
た
３
部
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
リ
ト
ル

マ
ー
メ
イ
ド
」
の
歌
を
中
心
に
、
デ
ィ
ズ
ニ

ー
映
画
や
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
交
え
て
繰
り
広
げ

ら
れ
る
「
ト
リ
ト
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
披

露
し
、
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

直
前
に
部
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
部
変
更
す
る
な
ど
生

徒
達
は
対
応
に
追
わ
れ
た
が
、
短
い
時
間
の

中
で
懸
命
に
練
習
に
励
ん
だ
。
３
年
生
に
と

っ
て
は
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
が
、
そ

れ
に
相
応
し
く
、
十
分
に
力
を
尽
く
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
校
の
創
立
百
十
周
年
記
念
と
し

て
来
場
者
へ
の
シ
ク
ラ
メ
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽

選
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
小
学
生
以
下

の
来
場
者
へ
の
お
菓
子

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
大
変
好

評
で
あ
っ
た
。

　

多
く
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
無
事
コ

ン
サ
ー
ト
を
終
え
ら
れ

た
こ
と
を
、
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

 
（
顧
問　

太
田
裕
子
）

一
斉
書
写

一
斉
書
写

　

令
和
２
年
を
迎
え
た
１
月
９
日
、
今
年
度

３
回
目
と
な
る
「
一
斉
書
写
」
を
実
施
し

た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
中
学
・
高
校
生
活

最
後
と
な
る
本
校
の

伝
統
行
事
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
色

々
な
思
い
で
半
紙
に

向
か
う
こ
と
が
で
き

た
。
新
年
の
決
意
も

新
た
に
、
令
和
２
年

の
本
校
生
徒
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
。

命

日

墓

参

命

日

墓

参

創
立
者

水
谷
キ
ワ
先
生

　

本
校
創
立
者
水
谷
キ
ワ

先
生
の
命
日
で
あ
る
１
月

16
日（
木
）、
生
徒
を
代
表

し
て
、
中
学
新
生
徒
会
長

奥
田
林
太
朗（
中2 

稗原
）、
高

校
新
生
徒
会
長
三
宅
優
也

（
2-5 

北陵
）
ら
６
名
で
大
念
寺

を
訪
れ
墓
参
を
し
た
。
新
生

徒
会
と
し
て
の
最
初
の
仕
事

と
し
て
、
キ
ワ
先
生
に
新
生

徒
会
の
発
足
を
お
伝
え
す
る

と
と
も
に
出
雲
北
陵
中
学
・

高
等
学
校
の
更
な
る
飛
躍
と

発
展
を
誓
っ
た
。

島
根
県
高
体
連
ダ
ン
ス
発
表
会

時　

12
月
11
日　
　

於　

出
雲
市
民
会
館

　

初
参
加
の
中
、
生
徒
自
身

が
曲
を
選
び
、
振
り
付
け
も

考
え
た
。
ま
た
、
体
を
大
き

く
動
か
す
こ
と
と
、
全
体
で

動
き
を
揃
え
る
こ
と
を
課
題

と
し
た
。当
日
は
構
成
の
凝
っ

た
チ
ー
ム
が
多
く
、
生
徒
ら

の
刺
激
に
な
っ
た
。
講
評
会

で
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
振
り

付
け
や
、
は
つ
ら
つ
と
し

た
表
情
を
評
価
い
た
だ
い
た
。

次
回
は
動
線
に
曲
線
的
な
動

作
や
立
体
感
を
加
え
る
こ
と

を
課
題
と
し
、
研
鑽
し
て
い

き
た
い
。

 

（
顧
問　

八
木
世
津
子
）

中
学
校

校
外
講
師
特
別
講
座

第
3
回

時　

12
月
19
日　

於　

北
陵
ホ
ー
ル

　

２
学
期
の
保
護
者
会
に
併
せ
て
、
今
回
は

出
雲
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で
お
な
じ
み
の
、

藤
岡
大
拙
先
生
を
お
招
き
し
、
全
校
生
徒
及

び
保
護
者
を
対
象
と
し
て
の
特
別
講
座
を
開

催
し
た
。
藤
岡
先
生
に
は
「
松
平
不
昧
公
の

人
柄
」
の
演
題
で
、
名
前
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
不
昧
公
の
生
き
方
や
人
と
な
り
を
分
か

り
や
す
く
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

不
昧
公
は
、
自
己
を
磨
く
た
め
に
茶
道
や

禅
を
極
め
ら
れ
、
そ
れ
を
広
め
ら
れ
た
こ
と
、

わ
ず
か
十
七
歳
と
い
う
若
さ
で
家
督
を
引
き

継
ぎ
、
松
江
藩
主
と
し
て
厳
し
い
財
政
難
を

救
わ
れ
た
こ
と
等
、
大
変
勉
強
に
な
る
お
話

で
あ
っ
た
。

　

生
徒
の
感
想
に
は
、「
藩
の
借
金
を
な
く

し
、
そ
の
上
黒
字
ま
で
引
き
上
げ
た
の
が

す
ご
い
。」「
不

昧
公
の
言
わ
れ

る
、『
客
の
心
に

な
り
て
亭
主
せ

よ
、
亭
主
の
心

な
り
て
客
い
た

せ
』
を
意
識
し

て
、
相
手
の
心

を
大
切
に
す
れ

ば
き
っ
と
平
和

な
世
の
中
に
な

る
と
思
っ
た
。」

な
ど
が
あ
っ
た
。

ダ
ン
ス
同
好
会



第４１３号　（4）

中
学
校
書
初
め
作
品
よ
り

中
学
校
書
初
め
作
品
よ
り

作 品 ①
「
勇　

気
」

柳
樂　

紗
月（
中1-1 

北陽
）

　

私
は
今
年
、
勇
気
を
持
て
る
人
に
な
り
た
い

で
す
。
今
ま
で
の
私
に
は
、
な
か
な
か
勇
気
を

出
せ
ず
、
行
動
す
る
前
に
諦
め
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
後
悔
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
今
年
は
勇
気
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
人
に
自
分

の
意
見
を
言
え
る
く
ら
い
の
勇
気
で
す
。
今
年

い
き
な
り
勇
気
の
あ
る
人
に
な
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

挑
戦
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

作
品
と
研
究

作 品 ②
「
笑　

顔
」

酒
田　

花
乃（
中1-2 

高松
）

　

私
は
、「
笑
顔
」
を
選
び
ま
し
た
。
選
ん
だ
理

由
は
、
去
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で
交
通
事
故
や
殺
傷

事
件
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
多

く
見
か
け
た
か
ら
で
す
。
車
と
の
衝
突
で
亡
く

な
っ
た
命
や
、
自
殺
や
他
殺
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

で
亡
く
な
っ
た
命
、
中
に
は
小
さ
な
命
を
失
っ

た
家
庭
も
あ
り
ま
し
た
。
事
故
が
起
こ
る
た
び

に
私
は
笑
顔
も
一
緒
に
失
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、実
際
に
調
べ
て
み
る
と
、去
年

の
交
通
事
故
死
者
は
一
昨
年
よ
り
も
減
っ
て
い

ま
す
。
他
の
事
件
数
も
同
じ
よ
う
に
減
り
、
そ

の
分
人
々
の
笑
顔
が
増
え
る
よ
う
に
と
、
こ
の

言
葉
に
希
望
を
込
め
ま
し
た
。

作 品 ③
「
環　

境
」

松
井　

美
柑（
中2 

飯梨
）

　

私
が
来
年
大
切
に
し
た
い
言
葉
は「
環
境
」で

す
。
理
由
は
、
現
在
、
地
球
温
暖
化
や
海
面
上

昇
と
い
っ
た
環
境
問
題
が
起
こ
っ
て
い
て
、
人

々
も
動
物
も
困
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
は
進
ん
で
い
て
、
日
本
で
は
今
年
、
た

い
へ
ん
大
き
な
台
風
が
来
ま
し
た
。
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
中
で
も
様
々
な
影
響
が
出
て
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
し
て
、
少
し
で
も
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
決
で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

作 品 ④
「
元　

気
」

津
本　

晃
直（
中2 

塩冶
）

　

来
年
の
目
標
は
、
一
日
も
休
ま
ず
に
元
気
に

学
校
に
行
く
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
今
年
は
何

回
か
学
校
を
休
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
が
来
年
に
は
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
来
年
に
は
高
校
受

験
が
あ
り
、
元
気
で
な
い
と
い
け
な
い
の
で
こ

の
漢
字
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
の
体
調
管
理
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

作 品 ⑤
「
飛　

翔
」

足
立　
　

翔（
中3 

西田
）

　

来
年
は
い
よ
い
よ
高
校
生
活
が
始
ま
り
、環
境

が
変
わ
っ
た
り
し
て
困
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。は
ば
た
く
よ
う
に
未
来
に
飛
び

出
す
こ
と
を
目
標
に
し
た
い
の
で
こ
の
漢
字
に

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。高
校
で
は
勉
強
や
部
活

な
ど
、今
ま
で
よ
り
楽
し
い
高
校
生
活
に
す
る
た

め
に
受
験
勉
強
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

作 品 ⑥
「
成　

長
」

衣
笠
こ
と
ね（
中3 

多伎
）

　

私
が
こ
の
言
葉
に
し
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
来
年
の
四
月
に
は
中
学
生
か

ら
高
校
生
に
な
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
良
い
ス
タ
ー
ト
が
き

れ
る
よ
う
に
今
か
ら
頑
張
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、

来
年
は
料
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
か
ら

で
す
。
毎
日
忙
し
い
母
の
た
め
に
も
お
い
し
い

料
理
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
き
た
い

の
で
努
力
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

今月の
 1枚
新
年
の
飾
り
付
け

美術部による
　　「北陵まちなか美術館」での展示

（出雲市今市町）

　
中
学
生
は
今
年
の

目
標
や
抱
負
、
大
切

に
し
た
い
言
葉
を
選

ん
で
書
初
め
を
行
い

ま
し
た
。
一
年
生
は

行
書
体
に
初
め
て
挑

戦
し
、
筆
運
び
や
点

画
の
変
化
に
苦
戦
し

な
が
ら
書
き
上
げ
ま

し
た
。


